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#085 中世の方形木組井戸について 藤谷 誠

1 はじめに

令和2年度に、 福島県郡山市徳定A· B遺跡の調査を担当する機会があり、 その中で中世のものと思われる方形縦

板組隅柱横桟型の井戸の調査を行った。

そこで、 中世の方形木組井戸の様相について、 改めて県内や全国の例を集成し、 気づいた点等を記載してみた。 遺

漏が多くあると思われるが、 ご容赦願いたい。

2 福島県内の例

• 郡山市荒井猫田遺跡1897号土坑 ・ 1939号士坑

荒井猫田遺跡からは多数の井戸跡が検出されており、 その中でII区の館跡内から2基の方形木組井戸跡が見つか

っている。 何れも、 方形縦板組隅柱横桟型の井戸で、 枠内寸法は図上よりともに7Sx7Scmであったと推定され

る。 時期は、 館跡の年代の13~15世紀と推定される。

• 西会津町羽黒山館跡11号井戸跡

羽黒山館跡からは、 建物跡からやや離れた場所で、 1基の方形縦板組隅柱横桟型の井戸跡が検出されている。 枠

内寸法は、 7Sx75cmで、 時期は、 15世紀であったと思われる。

3 他府県の例

16遺跡、 20例の木組みの井戸跡例を集成し、 表に示した。 寸法は、 報告書記載の他に記載図から計測したものも

ある。 先ず、 地域では、 東北地方の例が20例中、 15例とかなり多い傾向にあった。 特に遺跡数では、 山形県が5遺

跡、 秋田県が4遺跡と多い傾向がある。 形態では、 隅柱のない縦板組横桟型が2例、 横板組隅柱横桟型が1例ある

だけで、 他の17例はすべて縦板組隅柱横桟型であった。 他に上部が石組みのもの、 上下2段で木枠の大きさが異な

るものがあった。

4 まとめ

(1)規格について

先ず、 井戸枠の規模をみてみると、 1辺の長さが79cm以下のものが5割弱と一番多かった。 この中でも75cmの

ものが、 6例（全体の約26%)あり、 井戸を作る際の規格の1つであったと思われる。 尺貫法で言えば、 2尺5寸

である。

これ以外では、 90cmと100cmのものが各3例あり、 3尺と3尺3~4寸程度の規格も存在していたものと推定さ

れる。

また、 青森県浪岡城跡のように、 複数の規格の井戸がある遺跡では、 想定される用途等により規格を変えていた

ものと思われる。

(2)形態等について

形態は、 縦板組隅柱横桟型のものが、 圧倒的に多かった。 古代の方形木組み井戸には、 横板組の井戸跡が多いこ

ととは対照的である。 また、 地域的には東北地方の例が多かった。 中世は、 前半期が伝統的木組み井戸を主体とし

つつも、 一部の地域で石組井戸が普及し、 後半期には西日本を中心に、 規格型の井戸が普及する時期と言われてい



る。

今回取り扱った資料は、 縦板組隅柱横桟型を主体とする伝統的な木組みの井戸が、 地域によっては、 中世を通し

て、 素掘り井戸や石組井戸とともに、 一緒に作られ続けていたことを示すものと考えている。
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